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消費財業界のためのトータルソリューション
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満干財業界の経営課尭と業務階J引こおける実施課長

消費財業界は,顧客へのサービス向上.安心･安全の提供,収益性向上などの経営課題と.顧客を起点とした企業活動全般にわたるさまざまな課題に直面している｡

消費財業界は,飲料,食肉,冷凍食品,食品梱に

ん)包材,日用雑貨品など,業種が多く,そのニーズ

も多方面にわたっており,経営の効率化や安全性の

問題,品質,環境の法規制,業界動向への対応など,

企業活動全般にわたるさまざまな課題を抱えている｡

このため,それぞれの状況に合わせた,最新のシステ

ム技術を活用した広範囲なトータルソリューションが求

J
はじめに

飲料,食肉,冷凍食品,食品梱(こん)包材,日用雑貨品

などの消費財業界の企業は,噂(し)好の多様化や価格競

争の激化,販売チャネルの変化,グローバル化競争の激化と

いった環境下に置かれている｡そのため,競争力の向上や,

経営効率の向上につながるような,企業活動全般にわたる改

革に向けた取り組みが必須となっている｡

められている｡

日立製作所は,企業間にまたがる製品の履歴情報

の共有化をサポートするデータセンタサービスや独自

開発技術である超小型非接触ICタグ(荷札)｢ミュー

チップ+など,グループの稀合力を生かしたトータルソ

リューションを提案し,これらのニーズにこたえている｡

また,最近の相次ぐ食品事件で失った消費者の安心･安

全･信頼を取り戻し,法規制強化や,業界標準化に対応した

品質保証体制を強化することが,緊急かつ重要な課題と

なっている｡

そのため,各企業では,急速に進展するITを主体とした

システム技術を最大限に活用し,タイムリー,迅速,確実に経

営改革を推進していくことが求められている｡

ここでは,消費財業界におけるシステム技術の動向と,日

立製作所が提案するトータルソリューションについて述べる｡
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g
清費財業界を取り巻く環境と課題

消費財業界では,(1)消費者のニーズの多様化,(2)ブ

ランドや価格による｢価値+の選択基準の変化,(3)｢いつで

も+,｢どこでも+,｢速く+,｢必要なときに+といった購買行動の

変化,(4)循環型社会への対応,(5)商品の安全性に対す

る関心の高まりや法規制の変化など,環境の変化に対応し

た経営改革が求められている｡このような環境の中で,経営

改革の実行を目指すためには,以下のような経営課題への

継続的な取り組みが必要と考える｡

(1)販売シェアの拡大

(a)新マーケットの開拓やヒット商品の開発

(b)短納期対応の細かい時間指定納入への対応

(2)経営環境に即応したビジネスモデルの確立

(a)企業の統廃合や生産･物流･販売拠点の統廃合

(b)海外生産や海外市場への進出

(3)業務改革の推進,経営の効率化

(a)需要,在庫,生産,調達の計画と実績データの社内

での共有

(b)業績評価指標の適正化

(4)安全･安心のための品質保証体制の確立

(a)工場,設備,運用,システム面での品質保証体制の

確立

(b)製品の原料,襲造,流通過程を追跡できるシステム

や体制の確立

3日立製作所の消費財業界のためのトータルソリューション

市場環境が変化する中で,企業には,変化に対応した改

革を継続的に推進することが必要となる｡特に,設備投資や

IT投資では,各業種の業界動向や業界のニーズ,業務形態

に合ったベストプラクティス(模範事例)の検討,さらに,先駆

的なITを活用したソリューションが求められている｡

日立製作所は,幅広い分野の製造業者として,改革を実
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践しながらこれまでに培ってきたノウハウや経験を反映させる

ことにより,コンセプト策定段階からのコンサルティングや,効

果検証･実現性評価などのエンジニアリング,および情報シス

テム･設備を,一貫したトータルソリューションで提供している｡

このトータルソリューションでは,さまざまな業種で構成される

消費財業界の特徴に合わせて,横断的なソリューション技術

に加え,業種固有のニーズや個々の特異点を勘案し,整

備･拡充を図っている｡

日立製作所が提供しているコンサルティングサービスと消

費財業界のためのソリューションについて以下に述べる｡

3.1 コンサルティングサービス

コンサルティングサービスでは,改革コンセプトの立案や改

革プランの作成を成功させるため,以下のポイントに留意した

サービスを提供する｡

(1)現状と改革案を評価する方法の的確さ,迅速さ

(2)成功･失敗などのベンチマーク情報の活用

(3)業界動向,技術動向など最新情報の活用

(4)セッション(開始から終了までの一連の作業)や分析の手

順･手法の標準化,体系化

日立製作所のコンサルティングサービスのステップと,主な

サービスを図1に示す｡

3.1.1HACCP総合エンジニアリンク

食品などの商品の安全性を高度に保障する自主衛生管

理手法であるHACCP(Hazard Analysis and Critical

ControIPoint)に基づき,危害分析や重要点の管理を行う｡

HACCPが有効に機能するように,工場建屋環境の改善や

設備レイアウト計画,業務運用改善設計,情報システムの設

計を同時に行い,品質管理体制の強化を支援する｡また,

新工場･物流センター建設においても,情報･設備＼建築にわ

たるエンジニアリングとプロジェクトマネジメントを行う2)｡

3.1.2 SCM改革コンサルティングサービス

日立グループ内外の改革実績で培った分析･検証技術,

プロジェクト推進ノウハウなどをベースにした構想策定から,

改革案の事前効果検証,実現性ある改革プラン策定に至る

までのコンサルティングサービスを提供する｡

コンセプト策定

･事業計画

･マーケテイング･競合分析
●コンティンジェンシー計画

･改革目標の設定

･改革範囲の設定

現状分析･評価

･業務プロセス

･情報基盤

･サプライチェーン構造

･財務諸表,管理指標
･問題･課恩整理

改革案策定･検証

･改革の骨格設計

･改革効果の検証

･制約条件整理

･改革阻害要因整理

改革プランの策定

･新サプライチェーン構造

･新業務プロセス

･目標効果の選定

･緊急課題の明確化
･改革のロードマップ

HACCP総合エンジニアリング

SCM改革コンサルティングサービス

中国進出企業支援サービス

1⑳F日立紺2004-3

図1日立製作所のコンサル

ティングのステップと主な

サービス

コンセプト策定から改革ブラン策

定までの四つのステップから成るコ

ンサルティングと.各ステップに対応

した各種サービスを提供している｡

i主:略語説明

SCM(SupplyChain

Management)
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拠点の統廃合などサプライチェーン構造の変革や需要計

画の高精度化,生産･販売･在庫･計画機能の統合化や在庫

適正化,製造プラント特有の制約条件を加味したスケジュー

リング,厳しい納入条件を満たしながら効率の最大化を図る

輸配送計画など,多種多様なSCM(SupplyChainManage-

ment)改革ポイントヘのニーズにこたえる3)｡

3.1.3 中国進出企業支援サービス

グローバルな供給体制の確立や中国市場への販売拡人

を目指して,中国進出を検討している企業に対する,各種

の支援サービスである｡中国へ進出している日立グループ約

80社の実績やノウハウに基づき,現地調査フェーズから現地

法人設立時の会社設立フェーズ,さらに,工場･物流センター

などの拠点建設フェーズまでのサービスを提供する｡また,中

国進出済みの企業に対しても,合理化のためのシステム導

入から運用改善フェーズまでの,一貫した支援サービスを提

供する4)｡

3.2 システム構築,運用支援のための各種ソリューション

日立製作所は,各業務機能の顧客のニーズに対応した新

システム開発と,顧客が所有するシステムとの連携,運用定

着などのソリューションを提供している｡消費財業界の開発,

調達,製造,輸配送,販売,会計,人事･総務などの業務の

ための,日立製作所の主なソリューションについて以下に述

べる(図2参照)｡

3.2.1 ERPソリューション

顧客の改革目標や業務形態に合わせてパッケージモ

ジュールの選定を行う｡また,各パッケージのフィットアンド

ギャップ(適合性)分析,カスタマイズ設計,関連システムとの

インタフェース開発設計,トレーニングまで,一貫したソリュー

ションを提供する｡

SAP社やOracle社など海外有力パートナーのERP

(Enterprise Resource Planning)パッケージのほか,わが

国特有の商習慣を反映した自社開発ERPパッケージ``GEM-

PLANET''や,業種別の生産機能に特化し,小型化を図っ

だ`wEBSKY”などがある5ト7)｡

3.2.2 SCMパッケージ適用ソリューション

日立グループが独自に開発したSCMパッケージの機能を

拡張できるという点が,このソリューションの特徴である｡具体

的には,(1)日立製作所の社内事業所適用のノウハウを

ベースにして開発した,需要計画や在庫補充計画,需給計

画,生産調達計画,納入計画などのモジュールから成る

"scpLAN'',(2)輸配送計画システム``NEUPLANET”8),

(3)生産制約をフレキシブルに加味できる生産計画システム

"LoadCalc”などのソリューションがある｡また,他社パッケー

ジの活用や,周辺システムとのインタフェースを開発するなど

により,SCM構築を支援する9)｡

3.2.3 MESソリューション

SCMやERPと生産設備との間に位置して製造管理を担う

MES(Manufacturing Execution System)により,生産性

の向上や省力化を図るほか,各種製造基準を満たすように

監視･制御を行って製造を円滑に遂行するソリューションであ

る｡SCMやERPなどからの生産予定情報を基に,工場内に

作業指示を送り,製造設備へ制御情報を配信し,製造実績

を管理する｡このMESソリューションを実現するために,ウェ

ブ対応のMES"HITMES”や,食品業界向けの"HIT-

FOODS”を提供している1り)｡

3.2.4 トレーサビリティソリューション

主に食品業界に求められているトレーサビリティを管理する

ためのソリューションである｡生産,処理･加工,流通･販売の

フードチェーンの各段階で,食品とその情報を追跡し遡(そ)

及することを目指す｡食肉,乳業,飲料,青果物,水産物か

ら冷凍食品,健康食品など,さまざまな業種での異なるトレー

サビリティのニーズに対応する｡前述のERPソリューションや

MESソリューションの中で,ロット管理,実績収集管理,遡及

(トレースバック),追跡(トレースフォワード)といった,トレーサ

ビリティに必要な基本機能を備えるとともに,業種ごとに実績

､マーケット
顧客′

サプライヤー
SCMパッケージ適用ソリューション

"SCPUIN”,"LoadCalc”,"NEUPLANET”

l需要予測 在庫計画l.生産･販売･在庫情報の可視化
√ 全体最適意思決定 ヽ

l供給計画I l生産計画l
′ 心′

企業間ネットワークサービス ･マーケットプレイス
‖TWX-21け

･企業間コラボレーション
ERPソリューション

Ⅳ3㌘10racleEBSさ2"GEMPLANET/WEBSKY”
l販売 ∪ 在庫 ∪ 製造 u 調達l･経営情報一元化

財務会計管理会計頒価管理 ､･生産情報一元化

トレサビリティソリューション :宍翳理
ゝ′¢乙

盛:慧墓墓莞収集
配送センター･拠点･場内倉庫 製造現場

物流ソリューション MESソリューション

"NEUTREX”,"uPLUS” "H一丁FOODS”,"HITMES”

国2日立製作所の消費財業

界におけるソリューションの

根暗体系

顧客のニーズに合わせた各種ソ

リューションを提供している｡

注

*1

*2

R/3は,SAP AGのドイツおよび

その他の国における登言責商標ま

たは商標である｡

Oracleは,米国0rac】eCorpo-

rationの登濠商標である｡

‖媚･漁2004･3lll
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読取り
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耗を敢轟

棚兼

読取りアンテナ

図3RFIDを活用した国体認識の運用イメージ

RFID(Radio-Frequencyldentification)により,買い物かごや箱に入った食品を

一括で読み取ることや,食品の常時棚卸しが可能となる｡

を積み重ねながら機能を拡張している｡

3.2.5 企業間ネットワークサービス"TWX-21”

日立製作所の企業間EC(ElectronicCommerce)サービ

ス"TWX-21''は,提供形態と業務範囲を長年にわたって拡

張してきているサービスである｡企業間のシステムどうしの

データ変換から,業務改革,原価低減,取引先開拓をね

らった｢公開見積サービス+などのアプリケーションサービス,

さらに,ビジネスマッチング(企業･商品紹介),人が介在する

業務代行などの支援へと展開している｡その例として,消耗

品購入業務効率化に寄与する｢MRO(Maitenance,Re-

pair,andOperations)集中購買サービス+があげられる11)｡

〃
今後のソリューションの方向

消費財業界のためのソリューション構築では,トレーサビリ

ティの確立が求められている｡特に最近では,企業間にまた

がる個体認識の標準化技術としてRFID(Radio-Frequency

Identi五cation)タグが注目されており,その実証実験や普及

が進んでいる(図3参照)｡日立製作所は,独自に開発した

超小型非接触ICチップ｢ミューチップ+などの技術を用い,ト

レーサビリティ情報の収集のほか,これらの情報に基づいた

物流管理ソリューションなどを拡充していく考えである｡

また,規制蔵和などグローバル化競争が激しくなる中で,

M&A(MergerandAcquisition:合併･買収)や企業再編

が活発化している｡このため,これらに対応が可能な,基幹

業務,企業間コラボレーションを支援するASP(Application

Service Provider)サービスや,BPO(Business Process

Outsourcing)サービスの拡張もあわせて進めていく｡

古
おわりに

ここでは,消費財業界を取り巻く環境と,それに対応する

12ll陀評論2004･3

消費財業界のソリューション動向,および日立製作所の取り

組みについて述べた｡

日立製作所は,今後も,幅広い分野で培ってきた改革実践

ノウハウを積み重ね,消費財業界のための,さらに優れたソ

リューションの開発と提案に向けて努力していく考えである｡
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